30th Anniversary Meeting for Establishment of A-bomb Survivor Database System and Future Epidemiologic Study by 長崎大学 グローバルCOEプログラム「放射線健康リスク制御国際戦略拠点」
長崎大学グローバル COE プログラム 
放射線健康リスク制御国際戦略拠点 




30th Anniversary Meeting for Establishment of  
A-bomb Survivor Database System and Future Epidemiologic Study 
 
データベース構築 30 周年 






平成 21 年 9 月 11 日（金） 17:00～19:00 
11 September 2009, 17:00-19:00 
長崎大学医学部良順会館 ボードインホール 
Ryojun Matsumoto Hall, Nagasaki University School of Medicine 
 
プ ロ グ ラ ム  
17:00-17:10   開会式   司会  三根真理子 （長崎大学大学院原研情報室准教授） 
 開会の辞  調     漸 （長崎大学副学長） 
 来賓挨拶  堀 岡 伸 彦 （厚生労働省健康局） 
 
17:10-17:40      座長  柴田義貞 （長崎大学大学院原研細胞教授） 
   講演 1 「原爆被災学術資料センター発足当時の思い出」 
   岡 島 俊 三 （長崎大学名誉教授） 
 
17:40-18:20     座長  本多正幸 （長崎大学大学院医療情報学教授） 
    講演 2 「日本社会とデータベース」 
   開 原 成 允 （国際医療福祉大学大学院長・教授） 
 
18:20-18:40     座長 陶山昭彦 （放射線影響研究所疫学部長） 
   講演 3 「被爆者腫瘍の病理疫学研究成果」 
   中 島 正 洋 （長崎大学大学院原研試料室准教授） 
 
18:40-18:45   閉会の辞  松 山 俊 文 （長崎大学医学部長） 
 




【 講師略歴・講演要旨 】 
 
 
  岡 島 俊 三   Shunzo Okajima 
 1920 年生まれ。名古屋帝国大学理学部卒業。物理学専攻、医学博士。 
名古屋大学理学部助手、名古屋大学医学部講師を経て 1963 年長崎大学医学部附属原爆後障害
医療研究施設教授。この間、長崎大学医学部附属原爆後障害医療研究施設長、原爆被災学術資
料センター長、長崎大学 RI センター所長などを兼務。1985 年長崎大学停年退職。専門は放射線
物理学。長崎大学名誉教授。 
原爆被災学術資料センター発足当時の思い出 










 開 原 成 允  Shigekoto Kaihara  
 1937 年生まれ。東京大学医学部卒業。内科学専攻、医学博士。 














 中 島 正 洋 Masahiro Nakashima  
 1965 年生まれ。長崎大学大学院医学研究科修了。病理学専攻、医学博士。 
















 デ ー タ ベ ー ス 関 連 年 表   
         年 
1972  S47 原爆医学資料センターの設立 
1973 S48 米国 AFIP から原爆資料が返還される（米国返還資料） 
1974 S49 原爆被災学術資料センターとなる 
1975 S50 原爆被災学術資料センター棟が完成 
 
 
1978 S53 --------  データベースシステム（IBM S/370 model 115-2）導入  
 




1984 S59 第 2 回 システム更新 
1985 S60 長崎市との情報提供に関する協定締結 岡島俊三教授退官 
1986 S61 第 3 回 システム更新   検査センターへのオンラインシステム稼働 
1987 S62 第 4 回 システム更新 
1988 S63 --------  10 周年  
 
1990 H2  台風 19 号被害 
1991 H3 原爆健診カルテの画像データ化作業開始 
 




1997 H9 第 6 回 システム更新 原研・センターの組織統合 
1998 H10 --------  20 周年  
1999 H11  国際（ヒバクシャ学術情報交換）システム導入  
  米国返還資料写真データベース構築 
2001 H13 第 7 回 システム更新 資料収集保存部、原研に移転 
2002 H14  21 世紀 COE への採択 
2003 H15 第 1 回 国際システム更新 
 
 
2006 H18 第 8 回 システム更新  被爆体験証言のテキストデータベース化 
2007 H19  グローバル COE への採択 
2008 H20 --------  30 周年  第 2 回 国際システム更新 
  長崎県との情報提供に関する協定締結 
 
2011 H23 第 9 回 システム更新（予定） 
 
 
